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特性および計測精度に関して確認した結果，40%から 50% threshold が最適な閾値範囲で
あることが示された。さらに，新たに考案した解析法の効果を，20 症例の臨床 18F-FDG-PET
画像を用いて確認した。想定した通り，TOF や PSF を含んだ再構成モデルの PET 画像で
は，OSEM 法と比べて腫瘍の SUV が増加し，腫瘍内の SUVmaxを基準とした従来の計測法
では，容積の計測値が著しく減少した。一方，考案した SUVpeak を基準とした計測法では，
再構成モデルの違いによる影響を緩和し，有用性が認められた。特に PSF 再構成画像にお
ける影響が顕著であり，OSEM 画像と PSF 画像から計測した腫瘍の代謝容積の差を，
OSEM 画像の代謝容積を基準として規格化した誤差率(%VD)で比較すると， SUVmaxを基
準とした従来の解析法では-20.41±14.47 %であったのに対し，SUVpeak を基準とした新たな
解析法では-13.87±6.59 %となった。従来の SUVmaxを基準とした計測法では，%VD が-20%
を下回るほど大きく減少し，再構成モデルの違いによる影響が大きく表れたのに対し，新
たに考案した SUVpeak を基準とした計測法では，再構成モデルの違いによる影響を軽減す
る結果が得られた。両者の間には，統計的に有意な差が認められた(p < 0.05)。 
 
